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肝蛭検査法の比較検討

飯 島 利 彦 佐々木 孝 保阪 幸 男

山梨県医学研究所

（昭和 32年 6月12日受領）

緒言

近時家畜における肝蛭症の重要性が広く一般に認識さ

れるに伴い，その対象もあらゆる角度から検討されてい

るが，現今との対策において最も緊急を要するは診断及

び治療とされる。殊に診断においては，集団的に之が行

われる傾向が強く ，とのため検査法の操作が簡便で且検

出率が高く而も結果の安定性のある方法が要求される。

乙の観点にたち，既往の検査法及び所謂渡辺法に若干

の改新を加えた一法とにつきその検出率の比較を行っ

た。

方法

1）材料 試験動物は山羊を用い，とれは山梨県東山

梨郡中牧村地内10頭，西八代郡大同村10頭，南巨摩郡増

穂村9頭計29頭の生後 1年以上のものを買い上げ，現地

飼育を行い乍ら検体の採取を行った。とれらは総て実験

終了後剖検して肝蛭寄生の有無を検した。飼育期間は 6

月より 9月迄の 4ヶ月に亘った。

2）検査法用いた検査法は次のとおりである。

皮内反応東京臓器化学株式会社の抗元を用い，尾部

内面の皮内に 0.2CC，判定は15好後に行った。

塗抹6枚法 24×24mm  6枚塗抹

桂酸ソーダ法糞便に10倍量の水を加え之を1Qccの遠

沈管にとり毎牙2000回転て、2分間遠沈。沈澄に比重1300

の珪酸ソーダ液を加えて浮世在を行った。

A. l¥f. S. JJI法便をピーカーにとり，水 5ccを加えて

撹搾，之にA.1¥LS.液＊を加え更に溶解し之をガーゼて

鴻過後毎好 2000回転2牙間遠沈。沈涯にA.l¥LS.液を

加え撹搾再び遠沈。之を二度繰返した後，沈澄にA.l¥L 
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本 A.M.S.液 ： 第 1液 HCI45cc ＋水 55cc，第2液

無水硫酸ソ ーダ 9.6g＋水 100cc, 第 1，罪 2液等

霊混合（比重 1.086)

s.液lOccトライトンNE3滴，エーテル 5ccを加え毎

牙2000回転 2喜子間遠沈検鏡した。

手研法便 2gを試験管〈太〉にとり，15%フォルマ

リンを加えて混和20牙間放置後ガーゼてi慮、過。毎分1500

回転2好関遠沈後検鏡。

渡辺法 5 gの便を 300ccの水に溶解後 100メッシユ

の金網て漉過し乍ら 500ccのピーカーに移し30牙放置。

上澄除去後水を加えて再び三十分放置之を清澄になる迄

繰返し，最後に底部50ccを残し上澄を除去しピーカーを

傾け，液面とビーカー底部の境界部より 2cc駒込ピペッ

トて沈涯を吸上げ検鏡。

渡辺変法 渡辺法の長後の虫卵吸上げの段階において

ピペッ トを用いず，沈誼50ccを撹持し乍ら15cc遠沈管に

牙注し，15牙開放置後その長底部 1ccをピペットて吸い

取り検査するようにした。

次に検査回数であるが，29頭の試験動物山羊につき，

桂酸ソーダ法にあっては各頭 2回宛計58回，波辺変法に

あっては各頭 8回宛計87回，その他の検査法ては各頭 5

回宛計 148回の検査を実施した。

成績

皮内反応は実験山羊29頭につき各頭4回計 116回の試

験を行ったととろ反応は例外なく陽性て、あった。

虫卵検査成績は第1表に示すとおり ，桂開設ソーダ浮世産

法の検出率最も悪く 58回の検査において陽性 2回〈陽性

率平均 3.3%）であった。次いで塗抹6枚法は 145回中陽

性37回（21.38%), A. M. S. llI法 145回中37回c25.52 

%〉 ，予研法 145回中53巨I( 36.55%）となり，検出率

高きは渡辺法 145回中62回 c42.76%）及び渡辺変法87

回中40回 c45.98%）の成績を得た。

叉之等実験動物は所期の検査を実施後総て剖検して肝

蛭寄生の有無並にその数を検したととろ29頭中14頭（寄

生率48.3%）の寄生が認められた。剖検結果の肝蛭陽性

山羊に対する虫卵検出率は第2表に示すように塗抹6枚

法70回中31回陽性（検出率 44.29刃〉 ，磁酸ソーダ法28

回中 2回（8.33%),A. M. S. Ill法 70田中 53回c75. 71 
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前に皮内反応を実施し，剖検結果と対比したととろ，被

感染牛， 118頭の反応は陽性 112頭，疑陽性6頭，陰性1

頭，叉非感染牛 241頭の反応、は陽性1頭て他は全部陰性

であってこの適中率は95%であったと報告されている。

とれに依れば肝蛭診断には極めて有効の如くであるが，

本実験においては実験動物が山羊という述いがちるが29

頭各4回の試験の総てが陽性であったのに剖検結果はと

の中14頭（48.3%）の寄生しか認められなかった。肺臓

ヂス トマ，白木住血吸虫等についても皮肉反応が用いら

れているが，とれは適中を期待せず，あくまで単にスク

リーニングの一法としてのみ実用価値があり ，肝蛭の場

合ても，之を凡ての家畜に対しての直接診断に用いるの

は早計ではないかと思考される。更に著者等の全例陽性

となった点から考えても，スク リーニ ングの日的として

用いる事も疑問てあるが，此の点に関しては疋に将来の

研究にまちたい。

2. 次に虫卵検査法については，塗抹 6枚法，碓酸ソー

ダ法は，その検出率極めて低くE両者共爽雑物も著しく

多く ，家畜肝蛭の検査法としては不適である。 A.M.S. 

H法，乎研法等も適合性は小さい。とれは大型虫卵をガ

ーぜて漉過するということに難点があり検出率低下の原

因となっているのではないだろうか。渡辺法及び同変法

は肝蛭の検出によく適合した検査法である。叉少数寄生

の場合の検出率も高く ，表示されるとおり 〈第1表参照〉

寄生虫体数1匹の場合ても虫卵が検出されており，虫体

数6匹以上の場合はその検出率は 100%であった。

叉渡辺法及び渡辺変法を比較するに，操作は前者にお

いて梢簡便であるが，最後の段断てビーカー硝子面と沈

49 (1958）〕

%〉，渡辺法70回中63回（ 88.57 e;;o），波辺変法 42回中

40回 c95.23%）であった。

以上を検出率の高低に従い排列すると，桂酸ソーダ法

く塗抹6枚法く A.M.S. lll法キ予研法く渡辺法キ渡辺

変法となり，之を図示すれば第1図の如くである。

昭和 33年 2 月

考察及び結論

小野氏（1952）に依れば 368頭の牛につき剖検直1. 

各種検査法による山羊肝蛭検査成績
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率
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法の境界面より虫卵吸上げの技術的熟不熟が検査結果を

著しく左右する。渡辺変法においてはとれを改めて技術

出
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第 1図 各種検査法の肝蛭卵検出率の比較

（信頼限界 98~b) 

的な影押をなくすようにした。叉本実験において両者の

検出率に有志差は認められないが渡辺法70田中62回〈検

出率 88.57%）に対して渡辺変法42回中39回〈検出率 9

2.86%）が検出され，とれらの例においては渡辺変法は

稿優位にあるやうな傾向を示した。

要約

1. 肝蛭診断につき山羊において皮内反応， 塗抹6枚

法，A.M.S. JlI法，手研法，珪酸ソーダ法，渡辺法，渡

辺変法の検出率の比較試験を行った。

2. 乙の検出率は剖検により決定した。

3. 皮内反応、li;;J:すべて陽性であったが，剖検結果は29

頭中14頭の寄生に止まり，現在寄生の有無の判定には信

滋性が認められない。

4. 渡辺法，渡辺変法のみが検査法としてすぐれてい

る。

5. 此の例においては渡辺変法は渡辺1去に比し検出率

においてや〉向い傾向を示したが，両者の検出率の聞に

は有志差はない。

6. 叉渡辺法は操作目jf！更なるも技術的熟不熟の影響が

大きいのに対し渡辺変法斗この影響がたい。

本論文の校聞 と有益な御批判を賜った国立予防衛生研
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究所小宮義孝博士，静岡大学伊藤二郎博士に厚 〈御tし申
し上げる。

本論文の要旨は 1954年第 23回日本寄生虫学会におい

て発表した。 ． 
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Summary 

For the diagnosis of Fasciola hψαtica the feces 

of twenty sheeps infected with the worm were 

examined with various technics and along with 

them the skin test was also applied to these 

animals. 

The results of following technics for recovering 

eggs were compared with that of introcutaneous 

reaction (skin test): smear technic with six spe-

cimens of cover glass，日oatationtechnic with sod-

ium siJicic acid, A.M. S. III. technic, N.I.H. (Nat-

ional Institute of Health) technic, ＼司Tatanabe’ste-

chnic, and modified Watanabe’s technic. 

The results of above technics were compared 

ultimatly with those of outpsy. 

In alJ cases skin tests were proved to be pos-

itive. 

The percentage for ova with technics mention-

ed above were as follows ：自oatationtechnic with 

sodium silicic acid 8.33 ~~ (O.C6・26.35;JG), smear 

technic 44.29 ;JG (39.22・58.25タ'b), A.M.S. III. tech-

nic 52.85が（37.43・66.62J~ ） . N.I.H. technic 75.71 °o 
(61.67 -86.57%), Watanabe’s technic 88.57;lb(76.62 -

95.72 ;lb¥ and modified Watanabe’s technic 95.23 Jo 

(81.42 -99.65 ;lb). 

Both Watanabe’s technic and its modi五edone 

were proved to show the highest reliability. 

On evaluating both technics the latter is rather 

simple although it require some experiences, while 

the results of the latter showed less fluctuation 

on the same material. 
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